
記者発表資料
平成２３年 ８月 １日
湯沢河川国道事務所

（８月２日、８月４日）
建設事業関係功労者・東日本大震災における災害対策功労者を表彰します

湯沢河川国道事務所では、長年水閘門操作に精励し治水事業の推進に寄与した水閘門
操作員を建設事業関係功労者(別添 資料１）として、また、このたびの東日本大震災におい
て排水作業や資機材・燃料の運搬を行い、被災地の災害対応に大きく貢献した団体を
災害対策功労者（別添 資料２）として表彰します。

（８月２日実施分）
１．日 時 平成２３年８月２日（火）１０時３０分～１１時４０分
２．場 所 湯沢河川国道事務所 第二会議室（新庁舎３階）
３．進行予定

（１）建設事業関係功労者表彰 １０時３０分～
（十文字出張所管内分）

①東北地方整備局長表彰伝達 水閘門操作員 ３７名
②事務所長表彰 水閘門操作員 １名

（２）災害対策功労者表彰 １１時３０分～
①事務所長表彰 建設会社 ５社

（８月４日実施分）
１．日 時 平成２３年８月４日（木）１０時３０分～１０時５０分
２．場 所 秋田県立農業科学館 多目的ホール （大仙市）
３．進行予定

（１）建設事業関係功労者表彰 １０時３０分～
（大曲出張所管内分）

①東北地方整備局長表彰伝達 水閘門操作員 １７名
②事務所長表彰 水閘門操作員 １名

発表記者会 秋田県政記者会、横手記者会、秋田魁新報社大曲支局・湯沢支局
日刊秋田建設新報社、日刊秋田建設工業新聞、建設新聞社秋田支局

問い合わせ先
国土交通省 東北地方整備局 湯沢河川国道事務所

〒 012-0862 湯沢市関口字上寺沢６４－２
電 話 ０１８３－７３－３１７４（代表）

式典運営について 総 務 課 長 森 栄 助（内２１１）
建設事業功労者について 河川管理課長 大 場 孝 司（内３３１）
災害対策功労者について 防 災 課 長 斉 藤 清 彦（内２８１）









資料－２　　（災害対策功労者）

　 　

湯沢河川国道事務所長表彰

　

会社名 所在地 功績概要

(株)丸茂組
まるしげぐみ

大仙市

平成23年3月11日午後2時46分に発生した東日本大震災により大津波が発生し
たため、３月２６日から５月１０日までの長期間にわたり、被災現場（宮城
県南三陸町、宮城県東松島市）において危険を顧みず、24時間体制で排水作
業行を実施したもので、関係自治体や自衛隊による行方不明者の捜索活動に
大きく貢献したものである。

髙
たか

吉
きち

建設
けんせつ

㈱ 大仙市

平成23年3月11日午後2時46分に発生した東日本大震災で被災した、福島第一
原子力発電所の復旧作業に使用するための散水車を三春ダム管理所（福島県
三春町）まで輸送したもので、迅速に輸送体制を整え緊急輸送したことによ
り、被災地の復旧活動に大きく貢献したものである。

横手
よこて

建設
けんせつ

㈱ 横手市

平成23年3月11日午後2時46分に発生した東日本大震災による被災箇所の復旧
工事にあたり、事務所で調達した緊急復旧用資材（シート類）を出張所や湯
沢市内と横手市内の店舗を回り収集し、北上川下流河川事務所の鹿島台出張
所（宮城県大崎市）まで運搬したもので、燃料調達が困難な中、運搬に必要
な燃料を確保し、緊急復旧工事に必要な資材を緊急に輸送したことにより、
被災地の復旧活動に大きく貢献したものである。

㈱高修興業
たかしゅうこうぎょう

湯沢市

平成23年3月11日午後2時46分に発生した東日本大震災により被害を受けた太
平洋沿岸の災害対応に使用する物資（軽油）を緊急輸送するため、燃料調達
が困難な中、運搬に必要な燃料と200㍑ドラム缶10本を準備し、被災地（岩
手県一関市）まで運搬したことにより、被災地の災害対応に大きく貢献した
ものである。

創和建設
そうわけんせつ

㈱ 横手市

平成23年3月11日午後2時46分に発生した東日本大震災により被害を受けた太
平洋沿岸の災害対応に使用する物資（軽油）を緊急輸送するため、燃料調達
が困難な中、運搬に必要な燃料と200㍑ドラム缶10本を準備し、被災地（宮
城県山元町）まで運搬したことにより、被災地の災害対応に大きく貢献した
ものである。




